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 私たちの身の回りには、デジタル技術で溢れている。そしてテレビや
 コンピューターを始め、スマートフォンやAIなどは生活に欠かせない
 存在となっている。これらは日々の生活を便利で豊かにする一方で、
 膨大な情報量による脳の疲れや睡眠の妨げになっている。さらに、
 現代社会において孤独感や社会的孤立が問題になっている。
 この建物ではデジタルデトックスを行い、心を休ませる体験を通して
 自分を見つめ、相手の良さを再確認することを提案する。

高さ

敷地南側には秋田県の観
光名所である田沢湖が面
している。北側は森林で覆
われており、自然豊かな土
地である。本計画では、敷
地北側にある駐車場を近く
の商店と共同で利用する。

確実にデジタルデトックスを行うために、施設内ではデジタル機器の持ち込みを
禁止する仕組みとした。そして田沢湖や既存の桟橋をはじめとする、周辺環境を
存分に味わう。特に、田沢湖の水面に対する建物配置を考慮することで、景色の
移り変わりを楽しむ。また、場所ごとで快眠までの体験を変化させることで寝室
に留まらずに多様な居場所を創出する。

テ

敷地周辺の建物
①御座石神社
②御座石神社 鳥居
③あさり商店（地元特産品販売所）
④公衆トイレ

　背景ー現代人のデジタル疲れ01 　コンセプト02 　手法ー高さの違いが居場所をつくる04　敷地ー秋田県仙北市「田沢湖」03

06　平面計画

デジタルや時間に縛られず、
好きな時に好きな場所で眠る

無を育む建築 ‒快眠で見つける私の居場所
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気分で自分の居場所を選び、好きなように過ごす

05　断面計画

A-A’ 断面図　1/250

受付をした際に貴重品を預ける
小部屋：スマートフォンなどの小型機器
大部屋：大型機器や宿泊者のスーツケース

寝転がれる休憩スペース
サウナ後の人が多く利用する既存の桟橋からつながる田沢湖での水風呂体験

水面が凍らないことから冬でも利用可能

湾曲した先端の床すらぶに座ると穏やかな
波が足に当たって心地よい

サウナ施設では水着を着用する

壁の中に入ったような落ち着いた空間
開口によって窮屈さは感じない

床の一部が真空ガラスになっている
日本最深の湖を見つめて無を育む

ハンモックや長椅子で無を育む
時間を忘れて移りゆく景色を楽しむ

南東方向に大開口を設けたことで
宿泊者は日の出と共に起床する
また天井に設けた開口で夜空を一望する

畳やソファだけでなく段差のついた本棚にも座ることができる

(GL+4,495)

(GL+3,502)

のんびりエリアから田沢湖を見る。手摺の高さは +1,500mm 宿泊施設Aは朝日を一番に浴びれる。
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